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　　1 次調査：2011 年 2 月 15～17 日
　　2 次調査：2011 年 10 月 10～13 日
　　3 次調査：2012 年 10 月 29～30 日
　②釜山広域市凡方貝塚（釜山福泉博物館蔵）
　　2012 年 10 月 29～30 日
　③釜山広域市凡方遺跡（釜山福泉博物館蔵）
　　2012 年 10 月 29～30 日
　④慶尚南道昌寧郡釜谷面飛鳳里遺跡（国立金海博物館蔵）
　　2012 年 2 月 20～23 日
　⑤蔚山広域市黄城洞細竹遺跡（東国大学博物館蔵）
　　2012 年 4 月 30 日～5 月 2 日
　⑥慶尚北道蔚珍郡竹辺面竹辺里遺跡（三韓文化財研究院蔵）





















































（Mohr, A.）およびサンプル（Sample, L. L.）によって部分的な発掘が，1969～1971 年の 3 回にわた
る国立中央博物館による正式発掘が実施されている。この調査によって，遺跡の重要性が再確認さ
れ，1979 年に第 266 号の史跡に指定されている。しかし，この間，遺跡の発掘成果に関する部分的
な研究成果は公表されてきたものの，体系的な研究が行われてこなかったため，十分な遺跡の性格
表1　栽培キビ族有ふ果の部位別の形態的特徴 ［小畑，2013b より］
キ 　ビ　Panicum miliaceum ア 　ワ　Setaria italica　 ヒ 　エ　Echinochloa utilis































横断面形 楕円形 偏平な隅丸五角形 隅丸三角形
基部（有ふ果） V 字形 中央がくびれる楕円形 逆三角形













 3 号住居址覆土（6 層）　刺突・押引文土器（瀛仙洞式）
　東三洞Ⅲ文化層（新石器時代中期　3500～2700BC）






　本遺跡では，新石器時代中期に属する第 1 号住居址の土壌サンプル 20ℓのフローテーション調査
によって，6 種に属する 131 粒の植物種子が検出された［李炅娥，2007］。その構成は，栽培植物と
してキビ頴果（16 点）・アワ頴果（75 点），雑草類としてエノコログサ属種子（17 点），アカザ属種






　圧痕調査は，東三洞遺跡 1999 年度調査出土の新石器時代土器を対象とし，第 1 次調査（2011 年
2 月 15 日～17 日）の際，総計 3,448 点を調査した。その結果，種実と思われるもの 16 点のレプリ
カを製作したが，種実と同定できたものは 11 点であった。第 2 次調査（2011 年 10 月 10 日～13 日）
では，総計 9,412 点を調査し，このうちレプリカを作成したものは 32 点，そのうち種実やその他生
物の圧痕と同定したものは，21 点であった。さらに，2012 年 10 月 29 日に凡方貝塚および凡方遺跡
の圧痕調査の際，東三洞遺跡から検出された土器の同一個体から 17 点のアワ圧痕を検出した。
　検出した植物種実および貝の構成は，キビ有ふ果 8 点，アワ有ふ果 26 点，エノコログサ属有ふ果
2 点，シソ属種子 2 点，不明種子 11 点，微小貝 1 点となる（表 2）。以下に詳述する。
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〈キビ　Panicum miliaceum〉（図 3：1～3，図 4：1～8）
　DSD 0008–2 は口縁部が内面で段をなし，外面に縦方向の隆起文をもつ鉢形土器の口縁部片（図
3：1）内面から検出した圧痕で，平面形状は長楕円形を呈する。圧痕は，長さ 2.26 mm・幅 1.98 mm・
厚さ 1.36 mm の短い紡錘形を呈する有ふ果内頴側のものである。
　DSD 1024 は口縁部～胴部にかけて押引短斜集線文を 6 段施文した水佳里Ⅰ式土器の口縁部～胴
部片から検出した有ふ果外頴側のもので，長さ 2.19 mm・幅 1.89 mm・厚さ 1.66 mm を測る。
　DSD 1026 は外面に太い沈線で横走魚骨文を描いた水佳里Ⅰ式土器の口縁部～胴部片の胴部内面
から検出した。平面形は紡錘形で，有ふ果内頴側のものである。長さ 2.23 mm・幅 1.66 mm・厚さ
1.28 mm を測る。
　DSD 1011 は縦方向の 1 本の浅い沈線で区画し，その間を斜方向の浅い沈線で充填する水佳里Ⅰ
式土器の口縁部片内面から検出した楕円形の圧痕である。有ふ果外頴側のもので，長さ 1.98 mm・
幅 1.81 mm・厚さ 1.46 mm を測る。
　DSD 0005 は二重口縁土器の胴部片の内面から検出した圧痕で，平面形は長楕円形である。有ふ








　DSD 0006 は幅 1.5 cm ほどの粘土帯が口縁部外面につく二重口縁土器片（図 3：2）の外面粘土帯
の下から検出した紡錘形の圧痕である。有ふ果側面側のもので，長さ 2.27 mm・幅 1.52 mm・厚さ
1.11 mm を測る。
　DSD 0011 は二重口縁土器の胴部片（図 3：3）の内面上方から検出した楕円形の圧痕である。有
ふ果内頴側のもので，長さ 2.22 mm・幅 1.82 mm・厚さ 1.30 mm を測る。
　DSD 1017 は無文様の鉢形土器の口縁部片の内面，口唇部直下から検出した長楕円形の圧痕であ
る。有ふ果内頴側のもので，長さ 2.31 mm・幅 1.43 mm と，キビ小穂のサイズを備えているが，厚
さが 0.80 mm と薄く，しいな（未成熟果）もしくは変形を受けたものである可能性が高い。
　以上より，キビと同定した圧痕は，早期 1 例，中期 3 例，晩期 4 例の計 8 例となる。
〈アワ Setaria italica〉（図 3：4・5，図 4：27～32，図 5，図 6：33・34）
　DSD 0014–1～18 を検出した土器は口縁部～胴部上半に連続刺突による平行押捺文を施した鉢形
土器の胴部と口縁部片（図 3：4）である。口縁部には 9 条ほどの連続押捺文による線文が認められ
る。瀛仙洞式の鉢形土器である。当初，圧痕は土器片 1 点であったが，同一個体と思われる土器片
3 点が新たに検出され，それらからもアワ有ふ果の圧痕を検出し，その総数は 18 点となった（図 5）。
　DSD 0014–1 と DSD 0014–2 は同一の土器片（胴部下半）の外面と内面から検出した有ふ果の内
頴側と外頴側の圧痕である。0014–1 は長さ 1.80 mm・幅 1.41 mm・厚さ 1.03 mm，0014–2 は長さ
1.75 mm・幅 1.51 mm・厚さ 1.21 mm を測る。
　DSD 0014–3 と DSD 0014–4 は同一の土器片（口縁部片）の外面と内面から検出したもので，DSD 
0014–3 は内頴側，DSD 0014–4 は外頴側の圧痕である。それぞれ，長さ 1.52+αmm・幅 1.43 mm・
厚さ 1.19 mm，長さ 1.60 mm・幅 1.41 mm・厚さ 1.26 mm を測る。
　DSD 0014–5～DSD 0014–10 は同一土器片（口縁部片）から検出された。DSD 0014–5・DSD 
0014–6・DSD 0014–7 は外面，DSD 0014–8・DSD 0014–9・DSD 0014–10 は内面に認められる。DSD 
0014–5・6・8・9 が内頴側，DSD 0014–7・10 が外頴側の圧痕である。それぞれ，長さ 1.63 mm・幅
1.48 mm・厚さ 1.25 mm，長さ 1.72 mm・幅 1.44 mm・厚さ 1.12 mm，長さ 1.75 mm・幅 1.39 mm・
厚さ 1.11+αmm，長さ 1.72 mm・幅 1.48 mm・厚さ 1.14 mm，長さ 1.77 mm・幅 1.43 mm・厚さ
1.11 mm，長さ 1.80 mm・幅 1.37 mm・厚さ 1.19 mm を測る。
　DSD 0014–11～DSD 0014–18 は同一の口縁部片から検出したもので，DSD0014–11 と DSD 0014–
12 は外面から，DSD 0014–13～DSD 0014–18 は内面から検出した。DSD 0014–11・15・18 が内頴
側，DSD 0014–16・17 が外頴側，DSD 0014–12・13・14 が側面側の圧痕である。大きさはそれぞれ
長さ 1.59 mm・幅 1.36 mm・厚さ 1.17 mm，長さ 1.66 mm・幅 1.44 mm・厚さ 1.25 mm，長さ 1.54 mm・
幅 1.32 mm・厚さ 1.22 mm，長さ 1.67 mm・幅 1.42 mm・厚さ 1.30 mm，長さ 1.54 mm・幅 1.33 mm・
厚さ 1.22 mm，長さ 1.76 mm・幅 1.39+αmm・厚さ 1.28 mm，長さ 1.61 mm・幅 1.42 mm・厚さ
0.86+αmm，長さ 1.86 mm・幅 1.50 mm・厚さ 1.00+αmm を測る。外頴側の乳頭状突起が鮮明で











できる。長さ 2.03 mm・幅 1.51 mm・厚さ 1.44 mm を測る。
　DSD 1029はDSD1026と同じ文様をもつ水佳里Ⅰ式土器の口縁部片の内面から検出した圧痕であ
る。有ふ果外頴側のもので，長さ 1.63 mm・幅 1.35 mm・厚さ 1.22 mm を測る。
　DSD 1009 は口唇外面に押引短斜集線文を 1 条施し，その下部を水平もしくはやや斜め方向の粗
い沈線で装飾した水佳里Ⅰ式土器の口縁部片の内面下方から検出した円形の圧痕である。有ふ果側
面側のもので，長さ 1.40 mm・幅 1.29 mm・厚さ 1.12 mm を測る。
　DSD 0002–1 と DSD 0002–2 は同じ個体（図 3：6）から検出した 2 点の圧痕である。土器は無文
様の鉢形土器であるが，いずれも口縁部内面で検出した。
　DSD 0002–1 は有ふ果内頴側の圧痕で，長さ 1.69 mm・幅 1.35 mm・厚さ 0.93 mm を測る。
　DSD 1004 は外面に沈線により三角集線文およびその下に横走魚骨文を描いた水佳里Ⅰ式の鉢形
土器の口縁部片の内面の断面に近い部分から検出した円形の圧痕である。有ふ果側面側の圧痕で，先
端部が土器外に出た状態であり，残存部で，長さ 1.32 mm・幅 1.04+αmm・厚さ 1.23 mm を測る。
　DSD 0009 は二重口縁土器の胴部片の内面下方から検出した円形の圧痕である。有ふ果外頴側の
圧痕で，長さ 1.66 mm・幅 1.40 mm・厚さ 1.02+αmm を測る。DSD 0010 も DSD 0009 と同じく二
重口縁土器の胴部片（図 3：5）の外面から検出した円形の圧痕である。有ふ果内頴側の圧痕で，長
さ 1.54 mm・幅 1.22 mm・厚さ 0.81+αmm を測る。
　DSD 0007は幅4 cmほどの薄く幅広の粘土帯を口縁部外面に貼り付けた二重口縁土器の外面粘土
帯の上から検出した楕円形の圧痕である。有ふ果内頴側の圧痕で，長さ 1.43 mm・幅 0.86 mm・厚
さ 0.38 mm と非常に薄いこと，外頴が巻き込むように内頴側へ入り込んでいる点などを考慮すると
アワの未熟果である可能性が高い。
　以上より，アワと同定した圧痕は，前期 18 例，中期 5 例，晩期 3 例の計 26 例である。





はアワやエノコログサ属の有ふ果に特徴的なものであり，長さ 2.14 mm・幅 1.37 mm・厚さ 1.09 mm
で，長幅比が 2 倍ほどであることから，エノコログサ属 Setaria sp. 果実の有ふ果と判断した。
　DSD 1002 は断面形が平坦な無文様の土器の口縁部片の胴部内面から検出した紡錘形の圧痕であ
る。有ふ果内頴側のもので，表面が平滑であるが，内頴の先端部と内頴中央部がわずかに窪むこと
から，エノコログサ属もしくはアワ有ふ果と思われ，長幅比からみてエノコログサ属 Setaria sp. の












形 型 式 部 面 長さ 幅 厚さ
1 DSD 0008–2 1号住居址覆土 鉢 隆起文土器 早期後半 口縁 内 キビ有ふ果 2.26 1.98 1.36
2 DSD 1024 2号住居址内ピット 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 胴 内 キビ有ふ果 2.19 1.89 1.66
3 DSD 1026 1号住居址覆土 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 胴 内 キビ有ふ果 2.23 1.66 1.28
4 DSD 1011 攪乱層 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 口縁 内 キビ有ふ果 1.98 1.81 1.46
5 DSD 0005 攪乱層 鉢 二重口縁土器 晩　　期 胴 内 キビ有ふ果 2.23 1.87 1.31
6 DSD 0006 攪乱層 鉢 二重口縁土器 晩　　期 口縁 外 キビ有ふ果 2.27 1.52 1.11
7 DSD 0011 2層（純貝層） 鉢 二重口縁土器 晩　　期 胴 内 キビ有ふ果 2.22 1.82 1.30
8 DSD 1017 2　　層 鉢 無文様 晩　　期 口縁 内 キビ有ふ果 2.31 1.43 0.80
9 DSD 0014–1 5　　層 鉢 押捺文土器 前期後半 胴 外 アワ有ふ果 1.80 1.41 1.03
10 DSD 0014–2 胴 内 アワ有ふ果 1.75 1.51 1.21
11 DSD 0014–3 口縁 断 アワ有ふ果 1.52※ 1.43 1.19
12 DSD 0014–4 口縁 内 アワ有ふ果 1.60 1.41 1.26
13 DSD 0014–5 口縁 外 アワ有ふ果 1.63 1.48 1.25
14 DSD 0014–6 口縁 外 アワ有ふ果 1.72 1.44 1.12
15 DSD 0014–7 口縁 外 アワ有ふ果 1.75 1.39 1.11※
16 DSD 0014–8 口縁 内 アワ有ふ果 1.72 1.48 1.14
17 DSD 0014–9 口縁 内 アワ有ふ果 1.77 1.43 1.11
18 DSD 0014–10 口縁 内 アワ有ふ果 1.80 1.37 1.19
19 DSD 0014–11 口縁 外 アワ有ふ果 1.59 1.36 1.17
20 DSD 0014–12 口縁 外 アワ有ふ果 1.66 1.44 1.25
21 DSD 0014–13 口縁 内 アワ有ふ果 1.54 1.32 1.22
22 DSD 0014–14 口縁 内 アワ有ふ果 1.67 1.42 1.30
23 DSD 0014–15 口縁 内 アワ有ふ果 1.54 1.33 1.22
24 DSD 0014–16 口縁 内 アワ有ふ果 1.76 1.39※ 1.28
25 DSD 0014–17 口縁 内 アワ有ふ果 1.61 1.42 0.86※
26 DSD 0014–18 口縁 内 アワ有ふ果 1.86 1.50 1.00※
27 DSD 1032 1号住居址覆土 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 胴 内 アワ有ふ果 2.03 1.51 1.44
28 DSD 1029 1号住居址覆土 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 胴 内 アワ有ふ果 1.63 1.35 1.22
29 DSD 1009 攪乱層 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 口縁 内 アワ有ふ果 1.40 1.29 1.12
30 DSD 0002–1 1号住居址覆土 鉢 無文様 中　　期 口縁 内 アワ有ふ果 1.69 1.35 0.93
31 DSD 1004 攪乱層 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 口縁 内 アワ有ふ果 1.32 1.04※ 1.23
32 DSD 0009 2層（純貝層） 鉢 二重口縁土器 晩　　期 胴 内 アワ有ふ果 1.66 1.40 1.02※
33 DSD 0010 2層（純貝層） 鉢 二重口縁土器 晩　　期 胴 外 アワ有ふ果 1.54 1.22 0.81※
34 DSD 0007 攪乱層 鉢 二重口縁土器 晩　　期 口縁 外 アワ有ふ果 1.43 0.86 0.38
35 DSD 1022 2号住居址覆土 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 胴 内 エノコログサ属 2.14 1.37 1.09
36 DSD 1002 4　　層 鉢 無文様 後　　期 胴 内 エノコログサ属 2.15 1.36 0.89
37 DSD 0002–2 1号住居址覆土 鉢 無文様 中　　期 口縁 内 シソ属果実 0.98 0.94 0.86
38 DSD 1031 1号住居址覆土 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 口縁 外 シソ属果実 2.12 1.94 1.52
39 DSD 1025 1号住居址覆土 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 胴 内 不明種実（キビ？） 2.19 1.24 0.95
40 DSD 1014 2　　層 鉢 無文様 晩　　期 口縁 外 不明種実（キビ？） 2.49 1.34 0.81
41 DSD 1016 5　　層 鉢 隆起文土器 早　　期 口縁 内 不明種実 1.86 1.12 1.01
42 DSD 1006 5　　層 鉢 瀛仙洞式土器 前　　期 口縁 外 不明種実 2.12 1.91 1.80
43 DSD 1019 7　　層 鉢 沈線文土器 早末～前初 胴 外 不明種実 5.36 4.28 3.48
44 DSD 0004 1号住居址覆土 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 口縁 外 不明種実 6.07※ 2.91 2.75
45 DSD 1004 攪乱層 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 口縁 内 不明種実 1.32 1.04※ 1.23
46 DSD 1013 攪乱層 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 口縁 外 不明種実 3.98 3.65 2.03
47 DSD 1020 2号住居址 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 胴 断 不明種実 1.59 1.56 1.52
48 DSD 1023 1号住居址上面 鉢 水佳里Ⅰ式土器 中　　期 口縁 外 不明種実 3.58 3.64 2.49








〈その他の種実・貝〉（図 3：6，図 6：37～46，図 7：47～49）
　DSD 0002–2 は DSD 0002–1 と同じ個体である無文様の鉢形土器（図 3：6）の口縁部内面から検
出した圧痕である。圧痕・レプリカともに円形を呈する。網目状の組織が認められ，シソ属 Perilla 
sp. の果実と思われる。長さ 0.98 mm・幅 0.94 mm・厚さ 0.86 mm である。
　DSD 1031 は外面に沈線による菱（綾）形集線文を施した水佳里Ⅰ式の鉢形土器の口縁部片の口
唇部外面から検出した円形の圧痕である。レプリカは一方がやや尖り気味の偏紡錘形を呈し，外表
面全体に網状の組織，その短片に大きなへそが観察できる。シソ属 Perilla sp. の果実と判断した。
長さ 2.12 mm・幅 1.94 mm・厚さ 1.52 mm である。
　DSD 1025 は外面に 3 本ほどの斜行沈線文をもつ水佳里Ⅰ式と思われる鉢形土器の胴部片の内面
から検出した長紡錘形の圧痕である。レプリカは長い紡錘形を呈し（d1），側面観もほぼ同じ紡錘
形を呈している（d2）。一見キビ有ふ果に似るが，頴の接する線などは認められず，ここでは不明
































いが，キビの有ふ果の可能性もある。残存部で，長さ 1.32 mm・幅 1.04 mm・厚さ 1.23 mm を測る。
　DSD 1013 は口縁部外面に 6 条の押引短斜集線文を施文し，その下部に太い沈線による横走魚骨
文を描いた水佳里Ⅰ式土器の口縁部片の外面中央から検出したやや不整形の圧痕である。レプリカ
は正面観が長さ 3.98 mm・幅 3.65 mm のほぼ円形に近く（d1），側面観は偏平なレンズ状を呈する
（d2）。種は不明である。
　DSD 1020 は外面に沈線による横走魚骨文を描いた水佳里Ⅰ式の鉢形土器の胴部片の上部断面か
ら検出した円形の圧痕である。レプリカは長さ 1.59 mm・幅 1.56 mm・厚さ 1.52 mm とほぼ球形を
なす。種は不明である。
　DSD 1023 は DSD 1013 と同じ文様構成をもつ水佳里Ⅰ式の鉢形土器の口縁部片外面の口唇付近
から検出した長楕円形の圧痕である。押引短斜集線文は 4 条ほどを確認できる。レプリカは平面観




幅 1.25 mm・厚さ 1.05 mm を測る。
　
　植物種実および貝の圧痕が検出された土器は，その出土層や遺構はそれぞれ異なっている。さら
















　前期の瀛仙洞式土器に属するのは DSD 0014・DSD 1006・DSD 1019 である。DSD 0014（図 3：
4）は口縁部～胴部上半に連続刺突による 9 条ほどの平行押捺文を施した鉢形土器である。DSD 1006
は外面に浅い沈線で垂直方向と斜め方向に文様を描いた土器の胴部片である。DSD 1019 は外表面
に斜め方向（格子状）の数本の細く浅い沈線文をもつ鉢形土器の胴部片である。
　中期の水佳里Ⅰ式土器に属するのは，DSD 1024・DSD 1026・DSD 1029・DSD 1022・DSD 1032・
DSD 1009・DSD 1011・DSD 1031・DSD 0004・DSD 1004・DSD 1013・DSD 1020・DSD 1023・





がある。中期の無文様土器としたのは DSD 0002（図 3：6）と DSD 1028 で，いずれも 1 号住居址
の覆土から検出されており，出土層から中期としたが，4 層から出土した後期の平滑な口縁をもつ
もの（DSD 1002・DSD 1015）とは胎土や口縁部の形態が若干異なっている。
　晩期に属すると考えられる二重口縁土器 DSD 0005・DSD 0006（図 3：2）・DSD 0011（図 3：3）・
DSD 0009・DSD 0010（図 3：5）・DSD 0007 は第 2 層（純貝層）と攪乱層から検出されている。う
ち無文様の土器は 2 層という出土層準から晩期に属するものと判断した。
　よって，時期別には新石器時代早期 2 点，前期 20 点，中期 18 点，後期 1 点，晩期 8 点である。















2004 年 6 月 30 日から試掘を行い，新石器時代の野外炉址，貯蔵穴，貝層などを確認した。この試
掘調査によって，土器や石器などの人工遺物以外に，保存状態が非常によい動植物遺体などを含む
低湿地遺跡であることが明らかになった。このため，2004 年 11 月 30 日から 2005 年 8 月 23 日まで
同博物館によって発掘調査が行われ，丸木舟，編組製品，糞石，剣形木器など，これまで韓国では
未発見であったものや最も古いものなど貴重な遺物が次々と発見され，注目を集めた。遺跡の堆積
層は総数 45 枚の層からなり，それらは，各層の特性から 3 種類に区分されている［国立金海博物館・
昌寧郡，2008］。
　①上層（1～10 層）：近代の耕作層と青銅器時代以後の湖沼性堆積層。
　② 中層（11～18 層）：陸生堆積層。11～16 層は無文様土器と櫛文土器が含まれており，17 層と 18
層からは櫛文土器のみが確認された。遺構としては，14 層・15 層・17 層から焼土遺構が，17
層から野外炉址が確認されている。
　③ 下層（19 層～45 層）：シルト・砂層からなる湖水堆積物。すべて新石器時代に該当し，野外炉
址，貯蔵穴，貝層，敷石層などが検出された。貯蔵穴は 19～21 層・25 層・26 層で確認されて
いる。19～21 層は層位的には区分できるが，黄色酸化層が形成されており，同一層と判断され
る。25 層は第 1 貝層と同一時期の層である。貝層と敷石層は 25・31・34・39・41 層からそれ
ぞれ確認されている。31 層は第 2 貝層に該当し，25 層と堆積様相が類似する。34 層は第 3 貝
層と第 3 敷石層，39 層は第 4 貝層と第 4 敷石層，41 層は第 5 貝層に該当する。45 層の下部に
礫層と基盤層が確認されている。
　史跡指定後，遺跡の性格究明を目的として，2 次調査が 2010 年 3 月 15 日～10 月 9 日まで実施さ
れた。その結果，新石器時代前期の住居址 1 基，貯蔵穴や貝殻を含む竪穴などが確認され，遺物と
しては土器や石器の他，黒曜石片や木製櫓などの貴重な遺物も発見されている［国立金海博物館・昌
寧郡，2012］。2 次調査では 26 層以下を中心に調査がなされているが，検出遺構としては，新たに 18
層面で検出した推定竪穴住居址 1 基，柱穴列，26 層面で貯蔵穴 87 基などが検出されている。第 1
貝層・第 1 敷石層は 25 層で確認されていたが，それ以前のものは，出土層準が 1 次調査の名称から
以下のように変化している。第 2 貝層・第 2 敷石層が 29 層→ 31 層，第 3 貝層・第 3 敷石層が 31 層








穴から直接採取され，第 1・2 貝層，第 1・2 敷石層および 1・2・9・10・12・17 号貯蔵穴からは土
壌が採取され，フローテーション法によって植物遺存体が回収されている。同定可能な 19 種，不可
能な 5 種が検出された。コナラ属 Quercus sp. 種子は 4 種類に分類されている。大多数は大型楕円
形のナラガシワ Q. aliena もしくはクヌギ Q. acutissima と推定されるものであり，小型の円形のも
のは Q. variata（和名不明種）で，この他にコナラ Q. serrata に類似する種子も発見されていると
いう
（1）
。また，殻斗の中にはアラカシ Q. glauca に非常に似るものがあるという。これ以外に，マツ
属 Pinus sp., クルミ属 Juglans sp.（野生種），エゴノキ属エゴノキ Styrax japonica，クロモジ属
Lindera sp.， サ ク ラ 属 Prunus sp.（ ア ン ズ Prunus armeniaca， マ ン シ ュ ウ ア ン ズ Prunus 





キビ属 Panicum sp. に属する種子 1 点がⅡ区の酸化層から出土している
（2）
。草本としては，この他，

























土器 275 点，2 次調査出土土器片 1,926 点である。観察した土器 2,201 点のうち，植物種実・昆虫・
貝などの可能性があるものとしてピックアップし，レプリカを作製したのは 17 点であった。さら
に，走査型電子顕微鏡での観察により，最終的に植物種実や貝などと判断できたものは 13 点であっ
た。圧痕の種類は，キビ 3 点，アワ 4 点，アズキ型種子
（3）
1 点，不明種実 3 点，イネ科果実 1 点，微
小二枚貝 1 点である（表 3）。圧痕の時期は，出土層・遺構・土器の特徴などからすべて新石器時代
前期前半に比定される。
〈キビ　Panicum miliaceum〉（図 8：1・2，図 9：1～3）
　BBR 0016 は無文様の鉢形土器（図 8：1）の口縁部～胴部片の口縁部外面から検出した円形の圧
痕である。有ふ果の側面側で，長さ 2.24 mm・幅 1.72 mm・厚さ 1.47 mm を測る。BBR 0018 は粘
土帯縦線文土器の鉢形土器片（図 8：2）の外面口縁部付近で検出した紡錘形の圧痕である。有ふ果
外頴側の圧痕であり，現状で長さ 2.49 mm・幅 1.69 mm・厚さ 1.10+αmm を測る。
　BBR 0013 は無文様の鉢形土器の胴部片の内面下方で検出した楕円形の圧痕である。有ふ果外頴





〈アワ Setaria italica〉（図 8：3，図 9：4～7）
　BBR 0001 は粘土帯指頭文土器の鉢形土器の口縁部～胴部の破片の内面から検出した直径 1 mm
ほどの円形に近い圧痕である。土器の形態と外面の調整は 1 次報告書の図面 59：194・195 の土器も
しくは粘土帯屈曲文土器（同 161～167）によく似ている。有ふ果外頴側の圧痕であり，長さ 1.73 mm・
幅 1.35 mm・厚さ 1.09 mm である。
　BBR 0005 は丸底を呈する底部の内面から検出した紡錘形の圧痕である。有ふ果外頴側の圧痕で
あり，長さ 1.68 mm・幅 1.23 mm・厚さ 0.85+αmm を測る。 
　BBR 0011 は無文様の鉢形土器の胴部片の内面から検出した円形の小さな圧痕である。有ふ果内
頴側のものであり，長さ 1.55 mm・幅 1.32 mm・厚さ 0.94 mm を測る。
　BBR 0017 は口縁部下を斜格子の沈線文で装飾した鉢形土器の口縁部片の外面で検出した円形の
圧痕である。有ふ果内頴側の圧痕であり，長さ 1.69 mm・幅 1.30 mm・厚さ 1.04+αmm を測る。
〈その他の種実・貝〉（図 8：4，図 9：8～13）












形 土器型式 部位 面 長さ 幅 厚さ
1 BBR 0016
2次 CB Ⅱ–1 
敷石層底







前　　期 口縁 外 キビ有ふ果 2.49 1.69 1.10※ 1次報告書153
3 BBR 0013 Ⅱ–1敷石層 鉢 無文様土器 前　　期 胴 外 キビ有ふ果 2.34 1.74 1.10※
4 BBR 0001 Ⅳ区推定住居址 ⑦ 鉢
粘土帯指 
頭文土器
前　　期 口縁 内 アワ有ふ果 1.73 1.35 1.09
5 BBR 0005 Ⅱ–1敷石層 ？ 無文様土器 前　　期 底 内 アワ有ふ果 1.68 1.23 0.85※
6 BBR 0011 Ⅱ–1敷石層 鉢 無文様土器 前　　期 胴 内 アワ有ふ果 1.55 1.32 0.94










4.87 3.41 3.00 1次報告書172
9 BBR 0003 Ⅱ–1敷石層 鉢 無文様土器 前　　期 胴 外 二枚貝 3.06 2.55 1.57※
10 BBR 0004 Ⅱ–1敷石層 鉢 無文様土器 前　　期 胴 断 不明種実 4.01 1.90※ 1.61




12 BBR 0014 Ⅱ–1敷石層–A8 鉢 無文様土器 前　　期 胴 断 不明種実 2.03※ 1.92 1.53








全体形状とへその配置と特徴からアズキ型種子と判断した。長さ 4.87 mm・幅 3.41 mm・厚さ
3.00 mm を測る。
　BBR 0003 は無文様の鉢形土器の胴部片の外面上部で検出した隅丸方形の圧痕である。レプリカ
の形状（d1・d2）から，圧痕は微小な 2 枚貝の殻と判断される。長さ 3.06 mm・幅 2.55 mm を測る。
　BBR 0004 は無文様の鉢形土器の胴部片の断面部で検出した長楕円形の圧痕である。レプリカの
形状は，一部が尖る長楕円形の種子状のものであるが，残存部分には着点がない（d1・d2）。表面




しており，その稜上を中心に短毛が間隔を置いて伸びている。現状で長さ 2.20 mm・幅 1.19 mm・




考えられるが，種は不明である。残存部で長さ 2.03 mm・幅 1.92 mm・厚さ 1.53 mm を測る。
　BBR 0015 は無文様の鉢形土器の口縁部片（図 8：4）の内面下方から検出した長楕円形の圧痕で
ある。レプリカは一端が尖り，他端は丸く収まる長楕円形を呈している（d1）。上面が平たく，断
面形状はおそらく三角形状を呈する可能性がある。現状で，長さ 3.97 mm・幅 2.20 mm・1.55 mm
を測る。種は不明である。
　
　圧痕が検出された土器は，BBR 0017 と BBR 0018 の 2 点を除き，すべて文様がない土器である。
土器の出土位置をみると，BBR 0001 の推定住居址を除き，第 1 貝層・第 1 敷石層出土のものであ
る。これら無文様の土器は，その特徴が第 3 貝層の無文様土器とは若干異なり，底部が緩い丸底で
ある点や，器壁が薄く，平坦もしくは指つまみで内傾するような口唇部をもち，外面を縦方向に指
ナデしている特徴などから，そのほとんどが，第 2 貝層と第 1 貝層の無文様土器に類似し，その中
















位置する海抜 241 m の錦屏山の末端部である低丘陵上の南斜面に立地している（標高 1～5 m）。40
年ほど前に養鶏飼料の採取によって貝塚の末端部が大部分破壊されて流失し，さらに段々畑の開墾
によって貝塚の上層部が破壊されたが，調査の結果大部分は良好に保存されていることが判明した。
その規模は長さ 50 m，幅 30～40 m ほどと推定される。土層の観察によると，貝塚形成当時は貝塚
前面まで海水が入っていたことが明らかにされている。
　本格的な発掘調査は釜山市博物館による遺跡の性格解明のための学術調査が最初であり，調査は






 12 層：貝殻片が少量混入する暗褐色混土貝層。厚さは 20～50 cm。13 層とほぼ同じ層位。
  12 層の上面には 8 号炉址が設置されており，遺物は隆起文土器が主をなしている。Bトレ






 7 層：少量の貝殻片が混入した明褐色混土貝層。B・Cトレンチに部分的に出現。層厚は 10 cm
前後。隆起文土器が主をなす。
 6 層：黒色腐植土層で貝殻片をほとんど含まない。おもに F・Gトレンチに厚く堆積。下面で集
石遺構と炉址が検出されている。F・Gトレンチでは 13 層と接するため，下層の遺物が混
入している。隆起文土器から刺突・押引文土器，沈線文系土器などが出土している。本遺
跡で 6 基検出された集石遺構はすべて本層からのものである。また 3 号集石遺構に接して
1 基の炉址が検出されている。
 5 層：黒色混土貝層で全トレンチで確認できる。出土遺物の様相は 6 層と似ている。
























し，13～7 層が新石器時代早期，6～4 層は早期～後期，HトレンチⅠ～Ⅶ層は中期，2 層は晩期に対
応できると評価されている。また，早期段階は 13・12 層の凡方Ⅰ期，11～7 層の凡方Ⅱ期に分離さ
れている［釜山直轄市立博物館，1993，2006］。
（2）土器圧痕の調査と結果
　本遺跡では 3,941 点の土器片を圧痕調査した。うち 11 点の圧痕からレプリカを作成した。SEM に
よる観察によって，キビ 1 点，アワ 3 点，アワもしくはエノコログサ 1 点，イネ科不明果実 1 点，
不明種実 1 点，微小貝 1 点，昆虫幼虫？ 1 点の計 9 点を同定した（表 4）。
〈キビ　Panicum miliaceum〉
　BPK 0004 を検出した土器は Dトレンチ 12 層から出土した無文土器の鉢形土器の胴部片である。
圧痕は内面から検出した。圧痕は有ふ果の外頴側のもので，外形が紡錘形を呈しており，側面には
内頴と外頴の接する線が確認できる。内頴側が残存しておらず，観察ができないが，外頴先端の亀
の口吻状の突出部が認められること，長さ 2.55 mm・幅 2.01 mm・厚さ 1.40 mm という大きさから，
キビ Panicum miliaceum の有ふ果と考えられる。
〈アワ Setaria italica〉










幅 1.23 mm・厚さ 1.18 mm と小さいことから，アワ Setaria italica と判断した。
　BPK 0001 を検出した土器は凡方 Bトレンチ 6 層から出土した無文土器の鉢形土器の胴部片であ
る。圧痕は内面下部に認められる。有ふ果の基部側が台形状に張り出す紡錘形を呈する。内頴側は
平坦で先端部が深く窪む。ほぼ前面に乳頭状突起列が認められ，外頴と接する部分には乳頭状突起
のない平滑な三日月形の部分が確認できる。これらの特徴からアワ Setaria italica の有ふ果と思わ
れる。長さ 1.67 mm・幅 1.27 mm・厚さ 1.08 mm を測る。
　BPK 0003 を検出した土器は Bトレンチ 2 層から出土した無文土器の鉢形土器の胴部小片である。
圧痕はその外面から検出した。平面形は一部が台形状に張り出す紡錘形をしており，外頴側にも内
頴側にも顕著な乳頭状突起列は確認できないが，長さ 1.64 mm・幅 1.36 mm・厚さ 0.96 mm という
大きさで，外頴側にわずかな稜が認められることからアワ Setaria italica の有ふ果と判断した。
　BPK 0010 を検出した土器は Bトレンチ 12 層から出土した無文土器の鉢形土器の胴部小片であ
る。圧痕は外面で検出した。圧痕はアワに似たイネ科果実の内頴側の有ふ果である。平面形が長紡
錘形を呈し内頴面が平坦であること，さらに内頴面に乳頭状突起列とその両側に三日月形の平滑面
が認められる。長さはアワと同定した 1・2・4 とほぼ同じで 1.64 mm であるが，幅が 1.03 mm と狭
い上に，厚さが 0.62 mm ときわめて薄い。アワ Setaria italica の未成熟小穂もしくはエノコログサ
Setaria 属小穂の有ふ果と思われる。
　BPK 0007 を検出した土器は同じく Bトレンチ 12 層から出土した無文土器の鉢形土器の胴部片で
ある。外面に長紡錘形の圧痕が認められる。先端が尖り，基部（着点）側も残存している。偏平で，
側面観はレンズ状をなす。イネ科の果実に似る。種は不明である。長さ 1.95 mm・幅 0.99 mm・厚
さ 0.68+αmm を測る。
　BPK 0011 を検出した土器は同じく Bトレンチ 12 層から出土した無文土器の鉢形土器の胴部片で










器形 土器型式 部位 面 長さ 幅 厚さ
1 BPK 0004 Dトレンチ12層 鉢 無文様土器 早　　期 胴 内 キビ有ふ果 2.55 2.01 1.4
2 BPK 0005 Cトレンチ12層 鉢 無文様土器 早　　期 胴 内 アワ有ふ果 1.64 1.29 1.18
3 BPK 0001 Bトレンチ6層 鉢 無文様土器 前－後期 胴 内 アワ有ふ果 1.67 1.27 1.26
4 BPK 0003 Bトレンチ2層 鉢 無文様土器 晩　　期 胴 外 アワ有ふ果 1.64 1.36 0.96※
5 BPK 0010 Bトレンチ12層 鉢 無文様土器 早　　期 胴 外 アワ・エノコログサ有ふ果 1.64 1.03 0.62
6 BPK 0007 Bトレンチ12層 鉢 無文様土器 早　　期 胴 外 イネ科果実 1.95 0.99 0.68※
7 BPK 0011 Bトレンチ12層 鉢 無文様土器 早　　期 胴 内 不明種実 4.92 2.94 2.33
8 BPK 0008 Bトレンチ12層 鉢 無文様土器 早　　期 胴 内 微小巻貝 1.85 1.03 1.02




ある。内面に殻頂部を欠損した長さ 1.85 mm・幅 1.03 mm・厚さ 1.02 mm な微小巻貝の殻の圧痕が
認められる。種は不明である。
　BPK 0009 を検出した土器は同じく Bトレンチ 12 層から出土した無文土器の鉢形土器の胴部片で
ある。外面に甲虫の幼虫によく似た圧痕が認められる。種は不明である。長さ5.58 mm・幅3.70 mm・
厚さ 2.86 mm を測る。
　今回凡方貝塚で検出した植物種実・小動物圧痕の構成は，12 層からキビとアワ各 1 点，アワもし
くはエノコログサ属 1 点，不明種実 2 点，微小貝 1 点，甲虫幼虫？ 1 点，6 層と 2 層からアワ各 1
点である。栽培穀物関連圧痕に限ると，層位ごとの時期からみて，早期キビ 1 点・アワ 1 点・エノ





明されている。よって，2 層と 6 層出土土器はより古い時期の無文土器の可能性はあっても，12 層
出土無文土器がより新しい時期のものである可能性はない。よって，12 層出土のアワ・キビ圧痕は
早期段階のものであると判断した。






















　Ⅳ層 （褐色砂質土層）：上面から 17 基の集石炉址，3 基の石囲炉址を検出。二重口縁土器や単斜
線文土器，水佳里Ⅰ式土器などが少量出土。Ⅲ層とほぼ同じ時期。20～40 cm の厚さ。
　Ⅴ層 （灰色砂層）：丘陵末端と海岸が接する地点から当時の海岸側へ 30 cm ほどの厚さで堆積し
ている。海水によって形成された層。厚さ 30 cm ほど。Ⅵ層に形成された方形積石遺構の上
に堆積している。水佳里Ⅰ式土器，瀛仙洞式土器，磨盤，磨棒，打製石斧などが出土。新石
器時代中期以降の時期。斜面上には 16 号集石炉址と 4・7 号石囲炉址が築かれている。
　Ⅵ層 （淡黄色砂層）：海水面の上昇による砂層。厚さは 30～50 cm ほど。Ⅵ層上面には 13 基の集






堆積した砂層と推定される。層の厚さは 5～20 cm ほど。海抜は 1.8～2 m である。隆起文土
器が出土するが点数は少なく，Ⅶ層上部から移動したものと考えられる。この層の上部には





　第 1 文化層：Ⅶ層・Ⅵ–1 層・Ⅵ–2 層　早期（隆起文土器段階）











判断できたものは 2 点であった。その圧痕の種類は，アワ 1 点と不明種実 1 点である（表 5）。
〈アワ Setaria italica〉











形 土器型式 部位 面 長さ 幅 厚さ
1 BBI 0002 AG　Ⅵ層 鉢 無文様土器 前　　期 胴 内 アワ有ふ果 1.54 1.30 0.94※







（d2・d3）。長さ 1.54 mm・幅 1.30 mm・厚さ 0.94+αmm を測る。以上の特徴からアワ Setaria italica
の有ふ果と判断した。
〈不明種実〉
　BPI 0003 を検出した土器は B 地区の弓状遺構から出土した無文様の鉢形土器の口縁部片である。
口縁部と接する内面に圧痕が認められる（c）。平面形が長い紡錘形を呈しイネ科果実に似るが，明
















　表 6 は 4 つの遺跡で検出した圧痕の種類と数を時期別に集計したものである。ただし，ここにみ
表6　4つの遺跡で検出された圧痕と時期別検出数
時　期 遺　跡 キ　ビ ア　ワ エノコログサ シソ属 アズキ型 不明種子 貝・昆虫
早　期






飛鳳里遺跡 3 4 1 4 1
東三洞貝塚 18 2
中　期 東三洞貝塚 3 5 1 2 6 1
後　期 東三洞貝塚 1
晩　期



































テーション調査によって，6 種に属する 131 粒の植物種実が検出されている［李炅娥，2007］。その構
成は，栽培植物としてキビ頴果（16 点）・アワ頴果（75 点），雑草類としてエノコログサ属種子（17





























キ　ビ ア　ワ シソ属 エノコログサ属 アカザ属 タデ属 不明種子
第1号住居址土壌
フローテーション
16 75 17 17 1 5
（12.2%） （57.2%） （13.0%） （13.0%） （0.8%） （3.8%）
栽培野生植物比率 栽培種91 （69.4%） 野生種40 （30.6%）
中期土器圧痕
3 5 2 1 6
（17.6%） （29.4%） （11.8%） （5.9%） （35.3%）

























































例が 1.80 mm，日本の例が 1.62～1.90 mm であり，幅は韓国新石器時代のものが 1.31～1.42 mm，同
青銅器時代のものが 1.45 mm，日本の例が 1.45～1.70 mm であり，東三洞貝塚や飛鳳里遺跡を含む
韓国の新石器時代のアワは，韓国の青銅器時代資料および日本のほぼ同じ時期に相当する弥生時代
早期～弥生時代中期のものより，長さ・幅ともに小さ目である。キビに関しても，長さは韓国新石
器時代の例が 2.23～2.60 mm，青銅器時代の例が 2.30 mm，日本の例が 2.5.0～2.85 mm であり，幅




































して出てくる栽培植物の比率は一定の意味をもつものと考えられる。東三洞貝塚では 1 次・2 次・3
次調査あわせて 12,863 点の土器を調査し，総計 49 点の生物圧痕を検出したことになる。圧痕の発
見率は，263 点に 1 点（0.38％）であり，これまでの他遺跡での検出例が 2,000～20,000 点に 1 点で
あるのに比べ，非常に高率である。また，本遺跡の圧痕のもう一つの大きな特徴は，生物圧痕の 6
割が栽培種である点である。これらアワ・キビなどのキビ族小穂（エノコログサを含む）は，その
検出率を時期別に換算してみると，早期から晩期にかけて 24 倍ほどの検出率となっている（表 9）。
早期は出土点数が 1 点と少なく，前期は同一個体土器から 18 点ものアワの有ふ果がでているため，
計数の参考とはならないが，比較的出現率の安定する中期以降を細かく見ると，中期→後期に 1.05
倍，後期→晩期に 5.13 倍と推移している。

























遺　跡 圧痕出検出率 早　期 前　期 中　期 後　期 晩　期
東三洞貝塚
キビ族種子圧痕検出率（%） 0.030111 2.923976 0.131868 0.13947 0.715746


















遺　　跡 調査土器点数 イネ圧痕 キビ圧痕 アワ圧痕 検出率
渼沙里遺跡（青銅器早期） 約50 1 5 約12.0％
松潭里遺跡（青銅器前期） 約300 3 2 約1.6％
舟橋里遺跡（青銅器前期） 約100 1 約1.0％
館山里遺跡（青銅器中期） 約150 2 約1.3％
寛倉里遺跡（青銅器中期） 数百点 2 1 約0.3％以上
麻田里遺跡（青銅器中期） 数百点 1 約0.1％以上



































アズキ型種子圧痕の大きさは，長さ 4.87 mm，幅 3.41 mm，厚さ 3.00 mm である。これに圧痕比率
［小畑，2011］をかけて復元すると，長さ 4.76 mm，幅 3.43 mm，厚さ 3.05 mm となる。この大きさ
は日本の現生の栽培種と野生種の境に一致する。日本の遺跡出土のアズキ型種子と比較すると，種





アズキ型種子は提示された写真によると長さ 2.73 mm，厚さ 2.00 mm であり，復元すると長さ
2.95 mm，厚さ 2.18 mm ときわめて小さい。李炅娥によれば坪居洞遺跡出土の炭化アズキ型種子は
青銅器時代例と大きさが同じであるという［李炅娥，2011a；Lee，2011b］。青銅器時代中期初頭の蔚
山市茶雲洞遺跡出土の炭化アズキ型種子はその大きさが平均で3.8 mm・幅3.0 mmである［Crawford 
and Lee，2003］。その後の原三国時代になると長さ 5 mm を越えるものも出現するが，4～5 mm ほ


















段階の開始の原因を寒冷化と結び付けている。朝鮮半島農耕化 1 段階（5500–5000 BP，櫛文中期）：
遼東地域を起源とするキビ・アワの雑穀に華北型石器（磨盤・磨棒・柳葉形磨製石鏃）が加わる段
階，朝鮮半島農耕化 2 段階（4500–4000 BP，櫛文中期～晩期）：アワ・キビ農耕に朝鮮半島中部に





いる［Lee, 2011b］。少なくとも華北型雑穀農耕の伝来する宮本のいう朝鮮半島農耕化第 1 段階はヤ
ンガードリアス期以降の第 2 期海退（ca. 5500～5000 cal BP）とは切り離して考えねばならない。今





























































































































































































早期 渼沙里 ● ● ● ●
前期
可楽洞 ●
駅三洞・欣岩里 ● ● ● ● ● ● ？ 黒川～刻目突帯文
中期
先松菊里 ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
刻目突帯文～ 
板付Ⅰ式（早期～前期初）松菊里 ● ● ● ●




























































（ 3 ） アズキ型種子とは，栽培種であるアズキ Vigna  
angularis var. angularis とその祖先（野生）種と考えられ 






















（ 7 ） 唯一の完形品（凝灰岩製：長さ 15 cm，幅 8.9 cm）
は形態的にも他の砂岩製の磨棒と異なっているので，磨
棒でない可能性がある。
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Early Agriculture in Korea Reconstructed by Millet Impressions 
on the Chulmun Potteries
OBATA Hiroki and MANABE Aya
Previously the cultivation of plants in the Jomon period was not entirely accepted, but when contem-
porary research results are examined, apart from the actual scale and type of cultivation, it now appears 
to be safely confirmed that agriculture was practiced in this period. According to the empirical research 
results, the plants grown in the Jomon period were Japanese barnyard millet and several varieties of 
beans such as soy or adzuki, which originated in Japan, not crops usually included in the farming theo-
ries presented for the Jomon period, which have been influenced by theories hypothesizing the East 
Asian evergreen forest culture advocated by geographists and agricultural scientists. In view of the 
evidence, it may be claimed that the Jomon culture was not just limited to a hunter-gatherer lifestyle, but 
a culture with diverse living strategies incorporating plant cultivation; it has certain aspects in common 
with the Neolithic culture of the Korean Peninsula.
Based on the impression replica investigations, the main purpose of this paper is to verify the origins 
and spread of domesticated plants in the Neolithic age in the southern part of the Korean Peninsula. 
It also examines common traits shared by both regions concerning the acceptance of domesticated 
plants, and whether Asian continental grains were spread over the strait in the Jomon period, before 
considering the nature of any interchange between both regions on either side of the strait, which 
makes up the background to this spread.
The impressions of common and foxtail millet discovered from the Neolithic age sites located in the south-
eastern part of the Korean Peninsula, including the Dongsam-dong Shell-Midden, were found to be 1,000 to 
1,500 years older than the dating established by the previous evidence of carbonized grains, thus overturning 
the earlier hypothesis concerning the system of spread and acceptance of the North China-style of millet agri-
culture. It was not spread as part of an agricultural package accompanied by human migration due to a cooling 
climate; it is presumed to be rather like a chain-reaction of events and due to the spread and proliferation of 
grain agriculture and related techniques. It is possible to consider that although a hunter-gatherer economy 
was the main subsistence of this region, the millet cultivation was naturally accepted as a part of subsistence 
strategy, and foxtail and common millets were locally developed as foodstuffs that can be stored.
Presently, there is no evidence supporting the spread of this millet agriculture to the Japanese Islands. 
This means that the interchange between both regions was mainly made by interaction among fishing 
communities; it was not made by the migration of people or groups that used pottery. In both regions the 
spread of farming through migration can be found in and after the Bronze Age (Yayoi period).
Key words: South Korea, Chulmun pottery, Neolithic age, early agriculture, foxtail millet, common mil-
let, North China-style millet agriculture
